
今週
こんしゅう

の聖書研究
せいしょけんきゅう

ガイドのポイント           アドベンチスト聴 覚
ちょうかく

しょうがい者
しゃ

友
とも

の会
かい

                                

   

総
そう

 題
だい

 「終
お

わりの時代
じ だ い

に生
い

きる ヘブライ人
びと

への手紙
てがみ

」     

      

第
だい

1 3
じゅうさん

課
か

  兄弟愛
きょうだいあい

を続
つづ

けなさい 

藤田昌孝
ふじたまさたか

 

 

１
いち

．安息日午後
あんそくにちごご

 

ヘブライ人
びと

への手紙
てがみ

は、私
わたし

たちが互
たが

いに、兄弟愛
きょうだいあい

をもって励
はげ

まし合
あ

うことを勧
すす

めています。それは私
わたし

たちの

信仰
しんこう

が、「信仰
しんこう

の友
とも

・信仰
しんこう

の兄弟姉妹
きょうだいしまい

」の中
なか

で育
はぐく

まれ、支
ささ

えられてゆくからです。 

 

２
に

．日曜日
にちようび

：神
かみ

の民
たみ

を思
おも

いやる 

ヘブライ 1 3
じゅうさん

：1
いち

、2
に

 

兄弟
きょうだい

としていつも愛
あい

し合
あ

いなさい（ 1 3
じゅうさん

: 1
いち

）。 

旅人
たびびと

をもてなすことを忘
わす

れてはいけません。そうすることで、ある人
ひと

たちは、気
き

づかずに天使
てんし

たちをもてなしました

（ 1 3
じゅうさん

:2
に

）。 

人
ひと

をもてなすことは、他
た

の人
ひと

と財産
ざいさん

を分かち合
あ

うことを意味
い み

しています。また、他者
たしゃ

のために苦
くる

しむことをも意味
い み

します。ただしそれは、イエス様
さま

が私
わたし

たちにしてくださったことです。 

 

ヘブライ 1 3
じゅうさん

：３
さん

 

自分
じぶん

も一緒
いっしょ

に捕
とら

らわれているつもりで、牢
ろう

に捕
とら

らわれている人
ひと

たちを思
おも

いやり、また、自分
じぶん

も体
からだ

を持
も

って生
い

きて

いるのですから、虐待
ぎゃくたい

されている人
ひと

たちのことを思
おも

いやりなさい（ 1 3
じゅうさん

：3
さん

）。 

 獄中
ごくちゅう

の人
ひと

を思
おも

いやるとは、物質的
ぶっしつてき

な支援
しえん

と精神的
せいしんてき

な支援
しえん

をもって、獄中
ごくちゅう

の方々
かたがた

に救
すく

いの手
て

を差
さ

し伸
の

べるこ

とを意味
い み

します。 



 もし、自分
じぶん

が同
おな

じ獄中
ごくちゅう

に置
お

かれたとしたら、どうしてほしいかを考
かんが

えて、「あなたは決
けっ

して見捨
み す

てられてはいな

い」ということを伝
つた

えるために、支援
しえん

すべきだとパウロは勧
すす

めます。 

 

３
さん

．月曜日
げつようび

：食欲
しょくよく

と性的不道徳
せいてきふどうとく

 

 ヘブライ 1 3
じゅうさん

：４
よん

  

結婚
けっこん

はすべての人
ひと

に尊
とうと

ばれるべきであり、夫婦
ふうふ

の関係
かんけい

は汚
けが

してはなりません。神
かみ

は、みだらな者
もの

や姦淫
かんいん

する者
もの

を

裁
さば

かれるのです（ 1 3
じゅうさん

：４
よん

）。 

 パウロは結婚
けっこん

が尊
とうと

ばれるべきであると勧
すす

めます。結婚
けっこん

を軽
かるん

んじる行為
こうい

は避
さ

けるべきです。結婚
けっこん

の誓
ちか

いをやぶ

ることや聖書
せいしょ

が認
みと

めていない離婚
りこん

も避
さ

けるべきです。 

 また「夫婦
ふうふ

の関係
かんけい

を汚
けが

してはならない」という勧告
かんこく

は、結婚
けっこん

以外
いがい

での性的
せいてき

関係
かんけい

を禁
きん

じるということです。 

 

ヘブライ 1 3
じゅうさん

：５
ご

 

金銭
きんせん

に執 着
しゅうちゃく

しない生活
せいかつ

をし、今
いま

持
も

っているもので満足
まんぞく

しなさい。神
かみ

御自身
ごじしん

、「わたしは、決
けっ

してあなたから離
はな

れず、決
けっ

してあなたを置
お

き去
ざ

りにはしない」と言
い

われました（ 1 3
じゅうさん

：５
ご

）。 

 「金銭
きんせん

の欲
よく

」は、古代
こだい

ギリシア・ローマの社会
しゃかい

において、おもな社会悪
しゃかいあく

の一
ひと

つでした。 

そこでパウロは、「金銭
きんせん

の欲
よく

」から身
み

を守
まも

るための防衛策
ぼうえいさく

を教
おし

えます。その一
ひと

つは「自分
じぶん

が持
も

っているもので満足
まんぞく

すること」でした。もう一
ひと

つは、「神
かみ

様
さま

は私
わたし

たちを貧困
ひんこん

の中
なか

に決
けっ

して置
お

き去
ざ

りにはしない」という信仰
しんこう

を持
も

つこ

とでした。 

 

４
よん

．火曜日
かようび

：指導者
しどうしゃ

たちのことを思
おも

い出
だ

しなさい 

ヘブライ 1 3
じゅうさん

:７
なな

  

あなたがたに神
かみ

の言葉
ことば

を語
かた

った指導者
しどうしゃ

たちのことを、思
おも

い出
だ

しなさい。彼
かれ

らの生涯
しょうがい

の終
お

わりをしっかり見
み

て、その

信仰
しんこう

を見倣
みなら

いなさい（ 1 3
じゅうさん

：７
なな

）。 

パウロは教会
きょうかい

の指導者
しどうしゃ

たちを敬
うやま

い、彼
かれ

らに従
したが

うように勧
すす

めます。また、過去
か こ

における指導者
しどうしゃ

たちの言葉
ことば

をも



大切
たいせつ

にするように勧告
かんこく

します。 

信仰者
しんこうしゃ

は高慢
こうまん

になって、ひとりよがりの信仰
しんこう

を持
も

ってはなりません。指導者
しどうしゃ

たちの意見
いけん

を謙遜
けんそん

に聞
き

く態度
たいど

が

必要
ひつよう

です。 

 

ヘブライ 1 3
じゅうさん

:８
はち

 

イエス・キリストは、きのうも今日
きょう

も、また永遠
えいえん

に変
か

わることのない方
かた

です（ 1 3
じゅうさん

:８
はち

）。 

なによりも、私
わたし

たちはイエス様
さま

を見習
みなら

うべきです。イエス様
さま

は永遠
えいえん

に変
か

わることのないお方
かた

だからです。 

イエス様
さま

を中心
ちゅうしん

とした指導者
しどうしゃ

と信徒
しんと

たちが一
ひと

つになるところには、大
おお

きな喜
よろこ

びが生
う

まれます。 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：いろいろな異
こと

なった教
おし

えに迷
まよ

わされず 

ヘブライ 1 3
じゅうさん

:９
きゅう

  

いろいろ異
こと

なった教
おし

えに迷
まよ

わされてはなりません。食
た

べ物
もの

ではなく、恵
めぐ

みによって心
こころ

が強
つよ

められるのはよいこと

です。食物
しょくもつ

の規定
きてい

に従
したが

って生活
せいかつ

した者
もの

は、益
えき

を受
う

けませんでした（ 1 3
じゅうさん

:９
きゅう

）。 

ここで言
い

われている食物
しょくもつ

の規定
きてい

とは、ガイドの説明
せつめい

によれば「清
きよ

い食物
しょくもつ

と汚
けが

れた食
た

べ物
もの

を区別
くべつ

すること」では

ありません。ここで言
い

われている食物
しょくもつ

の規定
きてい

とは、ユダヤの神殿
しんでん

で行
おこな

われる儀式
ぎしき

が、引
ひ

き続
つづ

いて、家庭
かてい

でも行
おこな

われ、家庭
かてい

の食事
しょくじ

が儀式化
ぎしきか

されていたことを言
い

っているのだと思
おも

われます。 

イエス様
さま

の恵
めぐ

みこそが、人
ひと

の心
こころ

に平安
へいあん

と安定
あんてい

をもたらします。当時
とうじ

のユダヤ人
じん

クリスチャンが異
こと

なった教
おし

えや、

もとのユダヤ教
きょう

に押
お

し流
なが

されないように、パウロは警告
けいこく

しています。 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：宿営
しゅくえい

の外
そと

のキリストのもとに行
い

く 

ヘブライ 1 3
じゅうさん

: 1 1
じゅういち

～1 2
じゅうに

 

なぜなら、罪
つみ

を贖
あがな

うための動物
どうぶつ

の血
ち

は、大祭司
だいさいし

によって聖所
せいじょ

に運
はこ

び入
い

れられますが、その体
からだ

は宿営
しゅくえい

の外
そと

で焼
や

か

れるからです（ 1 3
じゅうさん

: 1 1
じゅういち

）。 



それで、イエスもまた、御自分
ごじぶん

の血
ち

で民
たみ

を聖
せい

なる者
もの

とするために、門
もん

の外
そと

で苦難
くなん

に遭
あ

われたのです（ 1 3
じゅうさん

: 1 2
じゅうに

）。 

古代
こだい

イスラエルにおいて宿営
しゅくえい

の外
そと

は汚
けが

れた場所
ばしょ

でした。犠牲
ぎせい

として献
ささ

げられた動物
どうぶつ

の死体
したい

はそこで焼
や

かれまし

た。 

イエス様
さま

もエルサレムの城壁
じょうへき

の外
そと

で十字架
じゅうじか

につけられました。これはイエス様
さま

がイスラエルの民
たみ

に拒
こば

まれ、

罪人
つみびと

とされたからです。 

 

 ヘブライ 1 3
じゅうさん

: 1 3
じゅうさん

  

だから、わたしたちは、イエスが受
う

けられた 辱
はずかし

めを担
にな

い、宿営
しゅくえい

の外
そと

に出
で

て、そのみもとに赴
おもむ

こうではありませ

んか（ 1 3
じゅうさん

: 1 3
じゅうさん

）。 

そこでパウロは自分
じぶん

たちも、イエス様
さま

が受
う

けられた 辱
はずかし

めを共
とも

に負
お

おうではないか、と勧
すす

めます。迫害
はくがい

に耐
た

えよ

うではないか、と勧
すす

めます。それはイエス様
さま

のみもとに赴
おもむ

くことなのだ、と励
はげ

ますのです。 

 

ヘブライ 1 3
じゅうさん

: 1 4
じゅうよん

  

わたしたちはこの地上
ちじょう

に永続
えいぞく

する都
みやこ

を持
も

っておらず、来るべき都
みやこ

を探
さが

し求
もと

めているのです（ 1 3
じゅうさん

: 1 4
じゅうよん

）。 

パウロは、この世
よ

に執 着
しゅうちゃく

するのではなくて、天
てん

の御国
みくに

を目指
め ざ

して行
い

こう、と勧
すす

めます。 

 

７
なな

．金曜日
きんようび

：さらなる研究
けんきゅう

 

私
わたし

たちの信仰生活
しんこうせいかつ

はしばしば、イエス様
さま

との個人的
こじんてき

関係
かんけい

であると考
かんが

えられます。しかしこれは、信仰生活
しんこうせいかつ

の

一面
いちめん

に過
す

ぎません。私
わたし

たちは教会
きょうかい

の中
なか

で、信仰
しんこう

の兄弟姉妹
きょうだいしまい

と共
とも

に信仰生活
しんこうせいかつ

を送
おく

ります。教会
きょうかい

での信仰生活
しんこうせいかつ

もまた、私
わたし

たちの信仰生活
しんこうせいかつ

にはなくてはならない大切
たいせつ

な事柄
ことがら

です。教会
きょうかい

での信徒
しんと

どうしの交
まじ

わりは、私
わたし

たち

の信仰
しんこう

を正し
た だ

く保
たも

たせ、神
かみ

様
さま

との正し
た だ

い関係
かんけい

を支
ささ

えてくれるからです。 


